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研究成果の概要（和文）：エチオピアでのいわゆる嬰児の「まびき」を予防することを目的として、現地で調査
を行い分析研究を行った。
　本研究成果をもとに本症の基礎的な知識が重要であり現地に必要な情報も含めて研究成果公開促進費を得てア
ムハラ語で「Understanding for care of cleft lip and palate in Ethiopia」を出版した。また、民間より資
金を得てアマハラ語のHPやポスターを作成するとともに現地でサポート団体を設立した。

研究成果の概要（英文）：In order to prevent so-called "mabiki" (the killing baby after birth) in 
Ethiopia, we conducted field surveys, and then conducted analytical research.
Based on the results of this research, we understood that the basic knowledge of this disease is 
important. We obtained the Grant-in-Aid for Publication of Scientific Research Results, and 
published a book of "Understanding for care of cleft lip and/or palate in Ethiopia" in Amharic 
language, including information necessary for the field. In addition, we created a website and 
posters in Amharic language with funds obtained from the private sector, and also established a 
humanitarian support group locally.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
口唇口蓋裂などの障害を持った子供が出産直後にいわゆる嬰児の「まびき」を防止することの一助となった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
1974 年軍事革命により王制廃止、1977 年からのオガデン紛争、1991 年メンギスト政権崩壊、

同 7月暫定政府成立、1995 年現政権エチオピア連邦民主共和国樹立、さらに 1998 年 5 月エチオ

ピア・エリトリア国境紛争勃発から 2000 年エリトリアとの包括的和平合意成立。国内の経済発

展と民主化を重視し、新 5カ年計画（ＧＴＰ）達成のために、海外からの技術移転の確保、貿易

投資の拡大を推進している。一方で、一人当りのＧＮＩは 310 米ドルと最貧国の水準にとどまっ

ており、慢性的な食糧不足に加えて、高度経済成長に伴って生じたインフレや、世界金融不安や

原油等の国際価格の上昇に伴う影響が顕在化している。 

世界銀行の The World Bank’s Global HIV/AIDS Program によるとエチオピアでは 10 万人に

たった 1人の医師、2006 年 WHO の World Health Report では 2003 年時で 1,936 人の医師が確認

されており 10万人に 2.6 名の医師との報告がある。グローバリゼイションにより、医師も含め

たエチオピアの多くの専門知識を持つ人々はよりよい給与を求めて西側諸国に流失したとされ、

慢性的な高等専門教育者の不足が挙げられている。 

現政権の安定により経済は著しく発展をしてきているが、平均寿命 62歳、乳幼児死亡率（1,000

人当たり 31 名（2011 年：WHO））と医療の面においては多くの課題が手つかずの状態にあり、エ

チオピアにおいて本研究を行うことが、極めて重要かつ緊急に必要であると判断した。 

 
 
２．研究の目的 
エチオピアでは経済発展の影で人口の増加に伴い、医師養成の高等教育者・医師不足はより深

刻な状態であり、医療制度上のサポートも不十分である。また、政府による厚生行政への支出も

少なく、さらに各病院に勤務する医師の年収も極めて低く抑えられ、医学の学問的水準に至って

は医学教育が医学の進歩に追いついておらず、極めて問題のある医療者が国民医療を担ってい

る。 

特に先天異常児はほとんど放置されており、一部ではいわゆる嬰児の「まびき」の対象として

生命を絶たれている可能性も否定できない。日本では適切な治療を受ければ機能障害がほとん

どなく改善できる多くの患者の人道上の救命をするため早期の対策が必要であるため、本申請

により実態調査にて詳細を明らかにするとともに、技術移転と初期のシステムの導入が必要と

判断し、５年間でこの状況の改善することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
エチオピアにて 5 年間にわたり実態調査を現地の医療者ならびに現地の住民を対象に実施し

た。その結果をもとに先天異常の「まびき」を解消するための戦略を立案する。 

 
 
４．研究成果 

これまで不明であったエチオピアにおける先天性疾患への偏見と認識が明らかになるととも

に医療の実態の調査結果に踏まえた対策を外務省 NGO 連携無償資金協力に申請した。また 

Panasonic NPO サポート ファンド for アフリカにエチオピア先天異常のいわゆる嬰児「まび

き」撲滅を目指した人道援助の広報活動を申請し、Panasonic から予算を得て、アムハラ語によ

るポスターや小冊子を作成した。研究成果をもとに、日本学術振興会研究成果公開促進費にて

「Understanding for care of cleft lip and palate in Ethiopia」を 2018 年 2月に出版し

た。 



 

 研究成果が、下記のように中部地区で一番購読者の多い新聞で報道された。 
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